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１／２２ ２年 図工「ステンシル」      イメージふくらませ      
 

２年生は図工の時間に、ステンシルの学習に取り組んでいます。テーマは「海の生き物」です。

すでにイラストが完成し、この日は、どんな

色で表現するかを考える活動を行いました。 

色鉛筆を使い、「何色のステンシルにしよ

うかな」「この色と合わせたらきれいだね」

「かっこいい感じにしたいな」など、それぞ

れがイメージをふくらませながら、楽しそう

に色選びをしていました。 

好きな色だけでなく、色の組み合わせにも

目を向けながら考える姿から、作品への思い

や工夫が感じられました。完成に向けて、一

人一人の表現がどのように広がっていくのか

、今からとても楽しみです。 
 

*********************************************************************** 

１／２３ ６年 理科「生活と電気」  

 コンデンサーに蓄えた電気エネルギーの「つかい方」を探る  
 

６年生の理科では、コンデンサーにためた電気エネルギーを、どのような形に変換して利用でき

るのかを調べる学習を行いました。子どもたちは、豆電球・発光ダイオード（LED）・モーター（

手回し発電機・プロペラ）・電子オルゴールといった複数の機器を使い、同じ量の電気をためても

、使われ方によって消費のしかたが大きく違うことに注目して実験しました。 

タブレット端末を使って、光が消えるまでの時間やプロペラが止まるまでの時間を計測し、機器

ごとの「電気のもち」の違いを比べる姿はとても真剣です。 

「LEDは長く光るのに、モーターはすぐに止まる！」「音を出すオルゴールは思ったより長く音

が鳴るね」など、実験のたびに新しい発見が生まれました。 

子どもたちは、蓄えられた電気が光エネルギー・音エネル

ギー・運動エネルギーなどへ姿を変えることを、自分の目と

手で確かめながら理解を深めていきました。また、消費電力

の違いを“時間”という共通の物差しで比べたことで、「どの

機器がたくさん電気を使うのか」を論理的に説明できるよう

になってきています。 

身近な電気製品も、便利さの裏側でどれだけのエネルギー

を使っているかに気付く、実感を伴った学習となりました。 
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